
 

 
 

 

 

                                      

 
校長 古元方人 

今年はいつまでも暑い日が続くのかと思っていましたが、ちゃんと冬になり、寒くなってきました。日本にはやはり四季が

あるんだと改めて思っている今日この頃です。 

5 月連休明けから、新型コロナウイルス感染症のレベルが下がり、様々な規制が緩んで、学校行事や地域の行事がもとに戻

ってきました。4・5・6 年生はそれぞれ初めての宿泊学習を体験できました。地域では、「平津おばけやしき」や盆踊り・秋祭

り、平津学区体育大会などの行事が４年ぶりに開催されました。地域の行事に参加している児童達の顔は授業中と違ってとて

もいい顔をしていたのが印象的です。来年はさらにバージョンアップしたものになるのではないかと今から期待しています。 

さて、１２月１０日は「世界人権デー」です。その前の一週間１２月４日から１０日が「人権週間」と定められています。

この期間を中心に世界中で人権についての様々な取組がなされます。平津小学校でも、１２月 4日に人権朝会を行い、人権週

間には自分やクラスの良いところを見つける取組や、人権標語の掲示などを行いました。 

人権朝会では、「さかなクン」の新聞記事を紹介しました。以下、校長講話の抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

日 曜 小学校行事 

1 月 元旦 冬季休業日（～５日まで）  

2 火   

3 水   

4 木   

5 金 放課後こども教室（紙飛行機大会）１０：００～１２：３０（体育館）  

6 土   

7 日   

8 月 成人の日  

9 火 ３学期始業式 11:15 下校  

10 水 給食開始 身体測定（高）  

11 木 身体測定（中・たんぽぽ） 放 

12 金 身体測定（低）  

13 土   

14 日   

15 月 学年集金日 縦割り朝会（掃除場所確認） 委員会  

16 火 参観日１４：４０下校  

17 水   

18 木  放 

19 金   

20 土   

21 日   

22 月 児童朝会  

23 火 ４年社会科見学 放 

24 水   

25 木  放 

26 金 避難訓練（地震）  

27 土   

28 日   

29 月 縦割り朝会（遊び決め） クラブ（３年生見学）  

30 火 縦割り遊び 放 

31 水   

放・・・放課後子ども教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山市立平津小学校 学校だより第８号 

平津小だより 令和5年１２月１５日発行 

『ごめんねが 言えてよかった なかなおり』  2 年 難波優羽 

＜岡山市人権啓発標語展 準優秀作品＞ 

１月の行事予定 
岡山市立平津小学校 

Tel 284-0010 Fax 284-0009 

２月の主な予定 

 ５日（月）委員会 

７日（水）入学説明会 

８日（月）１～３年参観日・学級懇談 

１３日（火）中山中学校入学説明会 

１５日（木）４～６年参観日・学級懇談 

１６日（金）新１年生学校参観 

１９日（月）クラブ（最終） 

２６日（月）縦割り朝会 委員会（最終） 

２７日（火）縦割り遊び 

２８日（水）メディアコントロール（～３／５） 

11/19（日）学習発表会 

あいさつ運動で朝から元気！ 

みなさんは、「人権」とは何だと思いますか？ 

私は、「人権」を一言で言うと「思いやり」だと思います。だから、「人権週間」とは、「思いやりの大切さをもう

一度考える１週間」だと思います。 

（中略） 

ところで、みなさん、さかなクンを知っていますか？テレビにも時々登場する「ぎょぎょぎょ」の魚博士です。そ

のさかなクンが書いた新聞の記事を最後に紹介します。 

 

『中１のとき、吹奏楽部で一緒だった友人が、ある日からだれからも口をきかれなくなったことがありました。い

ままでいばっていた先輩が３年生になって突然、みんなから無視されたこともありました。どちらも突然のことで、

わけがわかりませんでした。 

でも、さかなの世界と似ていました。たとえばメジナは海の中で仲良く群れて泳いでいます。せまい水槽に一緒に

入れたら、１匹を仲間はずれにして攻撃し始めたのです。けがしてかわいそうで、そのさかなを別の水槽に入れまし

た。すると残ったメジナは別の１匹をいじめ始めました。助け出しても、また次のいじめられっ子が出てきます。い

じめっ子を水槽から出しても新たないじめっ子があらわれます。 

広い海の中ならこんなことはないのに、小さな世界に閉じこめると、なぜかいじめが始まるのです。同じ場所にす

み、同じエサを食べる、同じ種類同士です。 

中学時代のいじめも、小さな部活動でおきました。ぼくは、いじめる子たちに「なんで？」ときけませんでした。

でも仲間はずれにされた子と、よくさかなつりに行きました。学校から離れて、海岸で一緒に糸をたれているだけ

で、その子はほっとした表情になっていました。話をきいてあげたり、励ましたりできなかったけれど、だれかが隣

にいるだけで安心できたのかもしれません。 

ぼくは変わりものですが、大自然のなか、さかなに夢中になっていたらいやなことも忘れます。大切な友だちがで

きる時期、小さなカゴの中でだれかをいじめたり、悩んでいたりしても楽しい思い出は残りません。外には楽しいこ

とがたくさんあるのにもったいないです。広い空の下、広い海へ出てみましょう。』 


